
歯歯歯ののの健健健康康康   
 

課課  題題  

 むし歯や歯周病は、食生活や社会生活などに支障をきたし、ひいては、全身の健康に影

響をおよぼします。歯や口の健康を保つことは、豊かな人生を送るための基礎となるもの

です。８０２０の達成を目指し、歯を失う原因となるむし歯や歯周病を予防する必要があ

ります。 

 

市市民民のの取取りり組組みみ  

★ 自分にあった歯みがき方法を身につけ、食べたらすぐ歯をみがきます。 

★ 歯の健康を保つ歯科保健習慣を身につけます。 

★ 歯の健康が全身の健康に影響があることを知ります。 

 

市市民民のの目目標標  

☆ むし歯のない幼児の増加 

    ３歳児      ９０％以上（現状 ７５．２％） 

 

☆ むし歯のない児童・生徒の増加 

    小学１年～６年生 ３７％以上（現状 ２６．４％） 

    中学１年～３年生 ４２％以上（現状 ３１．１％） 

 

☆ 歯みがきを一日３回以上する人の増加 

    小学６年生    ２４％以上（現状 １１．８％） 

    中学３年生    ２２％以上（現状 １０．８％） 

    青年～高年期   ３１％以上（現状 １５．１％） 

 

☆ フッ化物配合の歯みがき剤を使用している児童・生徒の増加 

    小学６年生    ４５％以上（現状 ２２．４％） 

    中学３年生    ４５％以上（現状 ２２．５％） 

 

☆ 歯間清掃用具を使用している人の増加 

    ３５～４４歳   １８％以上（現状 ９．０％） 

    ４５～５４歳   ２１％以上（現状１０．１％） 

 

 



☆ 定期的に歯科検診を受けている人の増加 

    ５５～６４歳    ４０％以上（現状２７．０％） 

    青年～高年期    ３８％以上（現状２４．５％） 

 

☆ 定期的に歯石除去等を受けている人の増加 

    ５５～６４歳    ４０％以上（現状２９．２％） 

    青年～高年期    ３３％以上（現状２２．６％） 

 

☆ ８０２０運動を知っている人の増加 

    小学６年生     ５３％以上（現状２６．３％） 

    中学３年生     ５１％以上（現状２５．５％） 

    青年～高年期    １００％ （現状５０．１％） 

 

☆ 歯周病の予防法を知っている人の増加 

    小学６年生     ３０％以上（現状１５．０％） 

    中学３年生     ３３％以上（現状１６．２％） 

    青年～高年期    ６３％以上（現状３１．３％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

フッ化物ってなに？ 

 フッ化物は、歯質を強化し、むし歯になりにくい歯にする効果があり、世界

各国でむし歯予防に使われています。フッ化物の利用は、生え始めの歯に行う

と最も効果が高いとされています。 

 

歯間清掃用具って何？ 

 デンタルフロスや歯間ブラシに代表される歯と歯の間を清掃する用具です。

 

８０２０運動って何？ 

 ８０歳になっても自分自身の歯を２０本以上保つことを目標に、若いうちか

ら歯や歯ぐきの健康づくりを進めようという運動です。 

 

ひとことメモ 



市市民民をを支支ええるる取取りり組組みみ  

★ 歯科保健に関する情報を提供します。 

★ 歯科保健に関する知識や技術を普及啓発します。 

★ 関係機関と連携して、８０２０運動の推進と、歯周病対策などの歯科保健に関する事

業の充実を図ります。 


